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[image: ][image: ][image: ]　　室内外で、何かに見立てたり、なりきったり、役割分担をしたりしながら遊ぶ姿が見られます。遊びの中で偶然生まれた形を「○○みたい」と見立てたり、先にイメージがあって、それに見合うものを作ったりすることを繰り返し楽しむ中で、「想像力」や「創造力」が豊かになっていきます。見立てたもので、お店屋さんごっこが始まり、他の遊びの友達との関わりが生まれることもあります。

　　また、先生や友達と顔を見合わせたり、言葉のやりとりをしたりする中で、誰かと一緒に遊ぶ楽しさや思いが通じ合う嬉しさに気付くことができます。年少児も園生活に慣れ、先生と一緒に好きな遊びを楽しみながら、少しずつ同じ場にいる友達への関心が見られるようになってきました。作ったごちそうを「どうぞ」と差し出したり、「うんとこしょ、どっこいしょ」とお話遊びごっこが始まったり・・・。

　　場所や季節、年齢を問わず楽しめ、様々な力が育つ見立て遊び、ごっこ遊びをこれからも子ども達と楽しんでいきたいです。

見立て遊び・ごっこ遊び

園だより

６月の様子

教育目標

げんきな なかま

重点目標

元気な子　　やさしい子　　がんばる子

園だより

令和８年６月２６日

磐田市立田原幼稚園



	見立てる
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[image: ][image: ]	幼児期に育てたい力とは

～田原っ子をいい顔に～
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やりとりを楽しむ



[image: ]　田原小学校の沢田校長先生をお招きし、講演会を開催しました。

　幼児期の今、特に大切にしたいことは、

　　　大人から促されてやる「やってみよう」よりも

　　　自分の内面から湧き出る「やってみたい」という『心の力』

「やってみたい」が育つための大人の関わりのポイントとして、選択させる、結果より経過を認める、興味を広げる言葉掛けをする等と教えていただきました。

小学校での学びの土台や、学びたいという芽につながっていく一人一人の「やってみたい」気持ちは、園でも日々の保育の中で大切にしています。子ども達の主体性を大切にしていくことで、『いい顔』の田原っ子が増えていくと嬉しいです。



[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　今年も、地域の方の畑をお借りし、栽培活動を経験させて

いただいています。

物語の世界を楽しむ

　交通指導員さんに、道の歩き方や渡り方を教えてもらい、実際に道路に出て歩行訓練を行いました。

　登降園の際に、自分の目で「右、左、右」と安全を確認してから歩き出す子が増え、頼もしいです。





　収穫したジャガイモは、大中合わせて何と

２０６個！

命の守り方を覚えよう！

地域の方に見守られて…
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Sheet1

		　　　　　　　　　　　　　7月行事予定　　　○給食　 ×給食無し　★保護者参加の行事 ガツギョウジヨテイキュウショクキュウショクナホゴシャサンカギョウジ

		日 ヒ		月 ツキ		火 ヒ		水 ミズ		木 キ		金 キン		土 ド

								1          　     ○		2             　  ○		3          　     ○		4

								眼科検診 ガンカケンシン				笹取り ササト

		5		6　　　　　　　　　○		7　　　　　　　　　○		8　　　　　　　　　○		9　　　　　　　　　○		10　　　　　　　　○		11

				絵本返却のみ
避難訓練
(プール中に地震)
 エホンヘンキャクヒナンクンレン		七夕会
かわせみの会交流
(年長児)						招待保育③

		12		13　　　　　　　　○		14　　　　　　　　○		15　　　　　　　　○		16　　　　　　　　○		17　　　　　　　　×		18

						歯磨き教室
(年中・年長対象) ハミガキョウシツネンチュウネンチョウタイショウ				給食・弁当終了		終業式
１１時降園

		19		20		21		22		23		24		25

				海の日 ウミヒ		夏季休業開始
★個人面談①		★個人面談②

		26		27		28		29		30		31

		＜9月の行事＞
 　 １日…始業式（防災の話）、11時降園　　  　 ２日…身体測定、給食・弁当開始
 　  ７日…絵本貸出開始　　　　　　　　　　    １１日…避難訓練（地震）
   １８日…★教育相談日                                  ２４日…避難訓練（不審者対応）　　　　　　　　　　　　　 ボウサイハナシヒエホンカシダシカイシヒタイオウ



＜七夕の短冊について＞
・短冊を２枚持ち帰ります。保護者の願い  　　　
　を１枚、子どもの願いを１枚書いて７月
　２日(木)までに、おたより袋に入れて提
　出してください。
・７日に自分で作った飾りを付けた笹を
  持ち帰ります。七夕の夜をお子さんと
  一緒に楽しんでください。

＜かわせみの会との交流について＞
・７月7日(火)１３時３０分より田原交流セン
　ターにて行います。（年長児のみ）
　当日の迎えは、１４時に田原交流センターへ
　お越しください。車は【幼稚園駐車場】または【水車の南側広場】をご利用ください。田原交流
　センターの駐車場は使用しないようにお願いし
　ます。なお、コドモンへの打刻は職員が行いま
　すのでご了承ください。

＜夏季の園庭開放について＞
・毎週水曜日に実施していますが、暑い日が多く
　なり、熱中症の危険が高くなっているため、
　暑さの厳しい期間（７月～９月まで）は中止と
　させていただきます。ご了承ください。

＜夏季休業について＞
・夏季休業は７月２１日から８月３１日まで
　です。夏休みの過ごし方につきましては、
　後日配信の【夏休みの生活について】を
　ご覧ください。
・夏季休業中の預かり保育について、詳細に
　つきましては24日配信の【夏休み中の預
　かり保育について】をご覧ください。

＜個人面談について＞
◎７月の個人面談は希望者対象です。
　アンケートを配信しますので、
　７月3日(金)までに回答をお願い
　します。
・希望の方への面談日時については、
　個人あての便りでお伝えします。
　なお、担任から面談について声を
　掛けさせていただく場合がありま
　すので、ご了承ください。

＜プール遊びについて＞
・コドモンでの健康チェックを毎日入力していただき、ありがとう
　ございます。プール遊びの際、安全のため爪を短く切ることや髪
　の長い子は帽子に入れやすい工夫等をお願いします。汗や虫刺さ
　れなどで皮膚の疾患、気温の変化で体調不良にもなりやすい時期
　です。普段と違う様子が見られた場合にはコドモンに入力するか、　
　職員へお知らせください。
・プール遊び実施については、水温と気温を足して５０℃～６０℃
　が目安になっています。気温や水温が低い時、また、高すぎる
　場合には中止することもあります。子どもたちの安全のため、
　暑さ指数が高い時、熱中症警戒アラート発令中、雷注意報発令中、
　監視など職員の体制が整わない場合などにより、中止することも
　ありますので、ご了承ください。







































